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サリーをまとったインド出身の女医さん。目鼻立ちくっきりとした頗るつきの美人である。
額中央の赤いヒンズー教のシンボルが鮮かに映えている。顎髭をたっぷりはやし、デップリと
した実業家タイプの開業医。集まった人は全部で八＋名位であろうか。エール大学の附属病院
に患者を紹介するニューヘブン近郊（ニューヨークから車で－時間）の内科一般医general
practioner達である。場所はエール大学医学部の臨床講義室の一つ。時は春まだ寒い三月初め、
ウイークデイの午後七時。出席者は戸口の記帳に名前を書き込み、思い思いの場所に坐ってい
る。－カ月前までに五十ドルの聴講料が払い込まれている。講義は全部で二十回ある。
定刻を五分位過ぎた頃に、本日の演者が登場する。ドナルドソン教授アメリカ消化器病学会
の理事長でもある。「下痢と便秘｣の生理学的機序を中心に、わかりよいスライドを使い、実験
的な成績、臨床の患者に対する考え方、理論に基づいた治療の実際などを、約一時間、とうと
うとぶちまくる。終って三十分位の質疑応答はきわめて活発である。二日目はフェーリッヒ教
授の糖尿病の講義である。最近始められたばかりのインスリンの皮下持続注入法についての話
であった。
筆者は五年前に文部省の長期在外研究員としてエール大学医学部の肝臓部門（主任クラツキ
ン教授）に－年間留学した。その際垣間見たアメリカの内科医の卒後教育について、断片的に
思い出すままに、感想を混えてその風景を綴っているわけである。
先のフェーリッヒ教授の内容は一年後に医学界の一流誌NewEnglandJournalofMedicine
にオリジナルとして掲載された｡わが国でも昨年当りから､このとき講義のあった皮下持続注入
法が始まっている｡現在筆者の所属する第一内科でも、二・三の患者さんが注入器を提げている。
このように、一流の講師陣が入れ替り立ち巷り、繭蓄をかたむけて講義をするので、一般開
業医はもとより専門医でも十分聞くに値する。あちらでは、医師を志すものは学生時代から、
話のポイントを原稿なしで述べる訓練がなされているためか、講義内容をそのままプリントし
ても無駄がなくまことに見事というほかはない。事実卒後教育の一環としてこういった講義の
カセットがそのまま活用されている。カセットを聞いていると、聴衆の笑い声に混って､ときに
救急車のサイレンの音が入っており、なるほどエール大学で聴講していた時もときどき同じよ
うなことがあったなと一人合点する次第である。
いずれにしても、エールでは、消化器病学、内分泌学に引き続いて、腎臓病学は医学部長で
もあるサミュエル教授の腎不全の話、心臓病学は関連病院副院長ドービン博士による狭心症・
心筋梗塞の講義など最近のトピックスが文字通り目白押しである。あちらでは、心臓なら心臓
という臓器一つに－人はおろか数名教授がいることもあり、それぞれの研究分野について一家
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言持っているわけである。専門分化もここまで進むとかえってどうかなと思わないわけでもな
い。またかげりが見えたりと言えどもやはり大国だと感じさせられたのは、次のような事実か
らである。たとえば麻酔科に二人の主任教授がいて、－人は臨床をやっているが、もう一人は
動物実験ばかりやっている。日本人などのⅦ外人〃はほとんどこの後者の方に所属している。
日本では経済大国になったとはいえ、このような帆ユトリ〃なぞ全くなく、昼は診療、夜は実
験というのが明治時代からの姿である。
話は少しく脱線したが､エールでは一年に－カ月間、先に述べたような集中講義が行なわれ、
出席率を持って合否の判定としているようで、とくに筆者の知る限りでは、毎回全過程終了後
試験は行なわれてはいなかった。しかし、アメリカでは何年間かに－度畑学力テスト〃がある
と聞いている。確かに医学の進歩は恐しい勢いであり、いまや毎日何かを学んでいかないと追
いつけない時代である。蛇足ではあるが、昔、といってもつい十年前までは、医局で十年みっ
ちり修業をすると、その後は一生食えるなどと言われたことがあったが、どれも今では夢のま
た夢である。アメリカ程ではないにしても日本でも医事訴訟でこの程度の医学知識は常識故医
師は敗訴などという時代である。医師免許を取り上げる云々まではいかなくとも、太平の眠り
を醒ますような、卒後教育制度がわが国においていよいよ必要であろう。
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